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＜第一部＞
13：00　開場
13：30　上映

3月21日
くにびきメッセ
13：30 ～ 17：00

小ホール

春分の日
水

場  所

時  間

500円
高校生以下無料
介助者１名無料参加料

＜第二部＞
15：20　講演「自然エネルギーの現状と展望」
16：00　講演「八雲立つ日本・出雲から未来を拓く」
＜第三部＞
ベルタ・フォン・ズットナー像出発式

世界を駆動
させるのは

、

あふれる自
然の力！

地球をひと回
りして自然エ

ネルギーの活
況を見に行こ

う。

メインストリ
ームはすでに

原発でも化石
燃料でもない

現実を！

太陽、風、地熱、バイオマス etc. よくよく見れば、日本は資源大国！

地域も経済も再生させる作戦を開始しよう⸺。

ベルタ・フォン・ズットナー像出発式

発注：カーネギー財団
制作：イングリッド・ロレマ
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問い合わせ先：人間自然科学研究所 八雲志人館　交易場（こうえきば）　080－3008－6808
主催　一般財団法人 人間自然科学研究所　／　協賛　島根原発・エネルギー問題県民連絡会

1944 年島根県八雲村（現松江市八雲町）生まれ。
佐藤造機勤務を経て 1973 年創業。空間価値を
生み出す「happy gate 門番」、ＩｏＴ・クラウド
の先駆け、水の総合管理システム「やくも水神」、

「対立から共生の文化へ」の転換が生まれる平
和事業 ( 人間自然科学研究所 ) の３事業に取り
組む。

1952 年鳥取県羽合町（現湯梨浜町）生まれ。
青年海外協力隊入隊（モロッコ）、羽合町町会
議員、羽合町助役を経て、現在、株式会社エナ
テクスで太陽光発電事業（追尾型太陽光発電の
全国展開）に取り組む。

小松   昭夫
こまつ　あきお

小松電機産業株式会社代表取締役
一般財団法人 人間自然科学研究所理事長

株式会社エナテクス常務取締役境港支社長
磯江   公博

講演者プロフィール
いそえ　きみひろ

第二部 第三部

参加申し込み メール（staff@komatsuelec.co.jp）もしくは FAX（050-3161-3846）まで返信願います。
氏名 住所または団体名 電話番号 メールアドレス

出雲から朝鮮半島へ！
女性初のノーベル平和賞受賞者・第一次世界大戦前の
ベストセラー小説『武器を捨てよ』の作者ズットナー
の胸像（日蘭共同制作）が、「平和の特別使節」として、
韓国・板門店めざして羽ばたく。

ベルタ・フォン・ズットナー像出発

創作キルト作家　内藤和美「ゲルニカに会いたくて」

八雲志人館「ゆう科学通信」第 27 号（2016 年 2 月 10 日）にて発表

企画：小松昭夫
制作：寺戸良信（遺作）
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女性初のノーベル平和賞受賞者・第一次世界大戦前の
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ベルタ・フォン・ズットナー像出発

創作キルト作家　内藤和美「ゲルニカに会いたくて」

八雲志人館「ゆう科学通信」第 27 号（2016 年 2 月 10 日）にて発表

企画：小松昭夫
制作：寺戸良信（遺作）

目次

読売新聞　地球を読む　山内 昌之 明治大学特任教授

　　　　　家康が築いた TOKYO（2018/3/4 掲載）

　　　　　「将軍の世紀」現代に教訓（2018/3/4 掲載）

朝日新聞　おぞましい戦争体験（2018/1/9 掲載）

　　　　　救済なき民間の戦災者　瑞慶山 茂 弁護士（2018/1/9 掲載）

日本海新聞　潮流　エナテクス　磯江 公博 常務取締役境港支社長

　　　　　脱原発エネルギー時代（2018/2/23 掲載）

八雲立つ日本・出雲から「共生文化」の創造を

事業経営の目的を人間の本来あるべき姿（真の健康）の追求と定め、社会問題を「哲学」

「技術」「経営」の 3 方向から考察、時代の変化を追い風にマーケットを創造

2017 年 8 月 11 日　ホーマー・ハルバート博士 68 周忌追悼式　挨拶　日韓対訳

人間自然科学研究所　構想ストーリー

大林宣彦監督　次回映画制作に向けた手紙

16

17

18

19

20

21

22

24

26

36

2

日本経済新聞　2018 年 3 月 16 日掲載

THE FUNAI　船井幸雄と「本物人」たち
	 「文鎮型社会」における競争と共生
	 ピラミッド型組織から目的共有の自立分散型組織へ　　小松昭夫
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読売新聞　2018 年 3 月 4 日掲載
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読売新聞　2018 年 3 月 4 日掲載
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朝日新聞　2018 年 1 月 19 日掲載
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朝日新聞　2018 年 1 月 19 日掲載
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日本海新聞　2018 年 2 月 23 日掲載
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八雲立つ日本・出雲から「共生文化」の創造を

―新しい空間価値を生み出したシートシャッター「happy gate 門番」

１９８０年佐藤造機の依頼で折り畳み式防寒用シートシャッター製造に始まり、 １９８６年現在の原型下水道

用パイプにシートを巻き取る方式を開発。その後改良を重ね１７万台を販売、追従する大手に先駆け、省エネ・

防虫・防塵・防音・防爆等機能性を追求。食品、流通、医薬品、精密・電子機器等用途開発を進め、世界にシー

トシャッター市場を創造。高速開閉と高い気密性が認められ、築地市場に続き豊洲市場に１５０台を納入しま

した。

―ＩｏＴ・クラウドの先駆け　水の総合管理システム「やくも水神」

　１９９７年電電公社専用線で上下水道管理システムを島根県西部美都町に納入。その後県下２０市町村で採

用され、この実績を背景に２０００年沖縄サミットで発表されたｅ－Ｊａｐａｎ構想を受けやくも水神を開

発、出雲市に設置、全国展開を始めた。２００３年松江発Ｒｕｂｙ言語で再構築、データセンター東西２拠

点、Ｇｏｏｇｌｅマップ、ナウキャスト・ドコモクラウド基盤の導入等で信頼・利便性を高め、迅速な拡大・

進化ができる体制を整えた。自治体の広域合併とスマホ・タブレット端末の爆発的普及を追風に、上下水道、

農工業用水、消融雪、ゲート、アンダーパス、雨水管理、排水機場等で共創によるクロスオーバー管理が歓迎

され４６０自治体１０，０００施設で採用され、震災復興を行っている福島県浪江町に納入、自然災害の頻発

と上下水道料金の値上げから、市民社会にも関心が広がり更なる発展期を迎えています。

―人間自然科学研究所の取り組みと今後の展望

　地政学をもとに「平和・環境・健康」と「対立から共生の文化へ」をテーマに、対立・統合・発展サイクル

を具現化すべく「人間自然科学研究所」を設立。２５年に渡り世界の平和記念館視察、国際シンポジウムの開催、

孔子・孟子・孫子・周藤彌兵衛・ノーベル平和賞女性初受賞者ベルタ・フォン・ズットナーの銅像建立等を行なっ

てきた。緊迫する朝鮮半島の対岸に位置し、戦後国内で唯一の県庁放火事件、国家プロジェクト中海干拓の誘

致中断、特別な意味を持つ県庁所在地３基原発誘致、「竹島の日」の制定等を当事者意識として確立すれば、眠っ

ている才能が開花、健康寿命が延び「共生文化」創造の適地とする、またとない時を迎えています。

一般財団法人　人間自然科学研究所　理事長
小松電機産業株式会社　代表取締役

小松　昭夫
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事業経営の目的を人間の本来あるべき姿（真の健康）の追求と定め
社会問題を「哲学」「技術」「経営」の 3 方向から考察
時代の変化を追い風にマーケットを創造

「江戸末期、津和野藩（島根県津和野市）を脱藩した西周（にしあまね）は、明治初期に西洋文明を探求し、

『philosophy ＝哲学』『Mechanical Art ＝技術』などの翻訳を考案、新しい文化の芽を生み出し、日本はもと

より、韓国、中国にも大きな影響を与えた。この西周の志を現代に蘇らせ、望まれる空間価値を生み出す『happy 

gate 門番』、ＩｏＴ・クラウドの先駆け、水の総合管理システム『やくも水神』、『対立から共生の文化へ』の

転換が生まれる平和事業 ( 人間自然科学研究所 ) の 3 事業を通して、『八雲立つ日本・出雲』が本質的かつ大

きな役割を果たすときがきたと確信している」と小松社長。

｢happy gate 門番システム｣ の開発のきっかけは、1980 年、以前に勤務していた佐藤造機のアイデアで防寒

用に開発した折り畳み式。1986 年、下水用塩ビパイプを使用した巻取り式を独自に開発、現在の原型を完成。

その後、防塵・防虫・防風・空調効果などの機能を高めシリーズ化を図り、国内外に高速シートシャッター市

場を他社に先駆け創造した。

1991 年「中小企業研究センター賞」｢ニュービジネス大賞最高賞｣ 受賞、1995 年「科学技術庁第 54 回注目

発明選定証」で先進性、独創性が高く評価され、2007 年「国土交通大臣表彰」、2012 年 ｢happy gate 門番

システム｣ が、経済産業省第 4 回 ｢ものづくり日本大賞優秀賞｣ など相次ぐ受賞で、地方中小企業にも関わ

らず全国メデイアに頻繁に取り上げられトップブランドが確立した。

「地球温暖化防止」「人の世界的な交流、滞在、移住」「食品・医薬品の流通拡大による安全性」が時代の本質

的な要請となり、研究所の長年の活動と当社の事業文化があいまって「象徴ブランド」となる可能性が見えて

きた。

門番ブランドが浸透し、2001 年新たなマーケットの誕生が明らかとなったことから、小松社長は日本シヤッ

ター・ドア協会岩部金吾会長の要請により協会内に高速シートシャッター委員会を新設、初代委員長就任を懇

願され、構造・安全・保守点検基準を策定。また、日本環境協会 ｢エコマーク｣ を協会として初めて取得するなど、

10 年間に渡り初代委員長として業界の中心的な役割を果たした。さらなる飛躍的発展を目指し、次々と特許

を出願、新しいジャンルを拓く開発を進めている。

業界唯一の移設間仕切用自立ユニット型、冷蔵冷凍庫仕様（マイナス 40℃、）世界初完全防爆を目指したエアー

駆動仕様、高温耐環境仕様（80℃）などさまざまな用途に適応できる商品を開発。島根と東京の異業種交流

会から始まったイカリ消毒㈱、㈱大成ファインケミカル 3 社の 20 年に渡る信頼関係から生まれた「マジック
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オプトロン門番」は、誘引阻止率 80% の高い防虫性能をもつ外面グリーンシートと、虫の誘引色の原理を応

用した内面イエローシートを採用し、工場内部への侵入を抑制。全ての門番シリーズ、及びシート取替え需要

に対応する。累計販売台数は 17 万台に達しているが、これからが本番。業界最速の上昇速度 3.2 ｍ／秒、静音・

高耐久・省メンテナンスの門番チューブ採用と、事業文化であるイノベーション（新結合）で本質的な社会貢

献の準備が整ってきた。

 

小松社長は「地球最大のユーラシア大陸の東端、日本海・東海を隔てた朝鮮半島の対岸の島国・日本。産業革

命以降の地政学的背景から生まれた諸問題（従軍慰安婦、強制労働、竹島＝独島、日本海＝東海呼称のほか尖

閣諸島、南沙諸島）に、緊迫する朝鮮半島情勢が重なり、北東アジアは抑制された究極の対立状態に陥ってい

る。加えて、島根県松江市は国内で唯一、県庁所在地に立地する島根原発を抱えている。世界でも例を見ない、

原発 10 キロ圏内にオフサイトセンター（緊急事態応急対策拠点施設）、県庁、市役所、市立病院、赤十字病

院等重要施設が集積、また避難区域に指定された 30 キロ圏の中海・宍道湖周辺人口は約 47 万人に及ぶ。社

会問題こそ経営資源。今こそ、我々の智恵と勇気が試されている。朝鮮半島と日本列島から世界恒久平和への

流れを生み出す好機だ」と語る。

明治以降の近隣諸国に対する加害国、人類史上初の核による無条件降伏国の事業家として、人間自然科学研究

所と共に進む事業遂行姿勢が、世界で生きることを宿命付けられた極東の島国日本の、理想事業経営モデルと

して、驚異的なスマートホンの世界的普及を背景に、高い信頼の源泉となっている。

｢happy gate 門番システム｣ は、ユーザーニーズを先取りする形で改良・進化を続ける。業種別の販売割合を

みると、食品関連 25%、自動車関連 10%、精密機器・金属関連 10%、店舗関連 10%、医薬品関連 5%、物流

施設 5%、印刷関連 5% で販売全体の 7 割を占めている。その他にもプラスチック製品関連、電気機械器具関

連など、さまざまな分野に用途を拡げ、｢happy gate 門番｣ のブランド力に揺るぎはない。さらに海外では、

韓国 ｢コマツコリア｣、｢タイ事務所｣ を中心に韓国、中国、タイなど、東アジア・東南アジアで販売し施工ネッ

トワークの構築に取り組み、更なる新しい用途の発見、需要拡大に力を注いでいる。
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ホーマー・ハルバート博士 68 周忌追悼式にあたり、ご挨拶の機会をいただき、感謝申し上げます。

私は２０１４年３月、安重根義士殉国１０４周年の記念式典で、孫黄恩珠氏、曾孫安寶榮氏の前で「安重根
義士は、民族の英雄に止まらず、人類の英雄にすべきである」と申し上げ、参列者の熱烈な賛同を得ました。
その安義士に「韓国人であれば一日も忘れてはならない人物」と言わしめたのが、米国人ハルバート博士だと
お聞きしています。

博士が大韓民国（韓国）で活動された 19 世紀末から 20 世紀初頭は、人類史的な激動の時代で、１９１４年
に人類初の総力戦第一次世界大戦がヨーロッパで勃発しました。日本は国策を誤り薩長土肥と公家が合体し、
権威と権力を統合。１８７２ 年〜１８７９年の琉球処分を経て中央集権国家を誕生させ、覇道の道を進むよ
うになりました。その後日清戦争を経て台湾を併合、中国に侵攻しました。日露戦争後の１９０５年乙巳（ウ
ルサ）条約（第二次日韓協約）によって韓国の外交権を奪い、１９１０年に韓国を併合しました。世界列強に
向けて、韓国の自主独立を主張するため、博士は１９０７年、第２回ハーグ平和会議に特使を送ることを発案
されました。

その特使のひとり李儁烈士が客死されたオランダ・ハーグのホテルが、記念館になっています。２０１２年、
李儁記念館を訪問し、私と特別の縁のある安義士の遺墨「獨立」のレプリカを展示しました。

この第２回ハーグ平和会議の出席者の中に、オーストリアのベルタ・フォン・ズットナーがいました。
ズットナーは１８８９年、ベストセラー小説『武器を捨てよ！』、１９１２年、論文『空の野蛮化』を発表、
戦争阻止を世界に訴え、国際的な平和活動を展開、１９０５年に女性初のノーベル平和賞を受賞しました。

※ 2018 年 3 月 13 日、INMP（International Network of Museum for Peace
平和のための博物館国際ネットワーク）の名誉統括コーディネーター、英国ブラッドフォード大学平和学講師

（1976 ～ 2015）のピーター・ヴァン・デン・デュンゲン博士（Dr.Peter van den Dungen）より、「１９０７年、
李儁達の使節団がハーグ平和会議への出席を拒否されたとき、ズットナーは彼らを支援していました」との情
報が寄せられました。

２０１３年、米国のアンドリュー・カーネギーの寄付でハーグ市に建設された「平和宮（現国際司法裁判所）」
１００周年記念事業のひとつとして、「世界の平和フィランソロピスト 20 人 」展が行われ、私もそのひとり
に選ばれ、パネル展示されました。その開会式に合わせて、ズットナー胸像の除幕式が行われ、胸像制作者で
あるオランダの彫刻家イングリッド・ロレマ氏と出会い、そのお人柄と深遠な念いの伝わる像に魅了され、カー
ネギー財団の賛同を得て、２体のズットナー像を制作していただきました。ズットナー像が「特別の平和使節」
として世界を回り、その志が現代によみがえり、確かな平和への流れが始まることを願っています。

人類史における究極の「戦前責任」を問われる

2017 年 8 月 11 日　ハルバート (Homer B. Hulbert) 博士 68 周忌追悼式　挨拶（韓国）
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韓国独立運動にまい進されたハルバート博士は「韓国人より韓国を愛した、韓国の永遠の友」とも言われてお
り、韓国の文化を世界に広める役割も果たされました。同時代の 19 世紀末、ギリシャ生まれのアイルランド
人作家ラフカディオ・ハーン（小泉八雲）が日本島根県松江市で教鞭をとり、欧米に初めて本格的に日本文化
を紹介しました。今、ハーンの異文化に心を開く「オープンマインド」を評価する機運が高まっています。ハー
ンは、日清戦争後の日本の風潮に、こう警告を発しました。「おそらく、日本の将来の危機は、実にこの途方
もない、大きな自負心にあるといえるだろう」（『心』 １８９６年）。このハーンの指摘どおり日本は道を誤り、
貴国に大きな災難を与えました。「戦後責任」を果たす立場の日本人の一人として、心より謝罪を申し上げます。

今、世界は第一次世界大戦前の状況と酷似しているとの指摘があります。
人間自然科学研究所は、１９９７年から世界の戦争・平和記念館を訪問、学習・献花・寄付を行うなどの活動
を続け、紛争・戦争に至る背景と経緯と実態を研究、「戦前責任」「戦中責任」「戦後責任」の３つに分けて考
察してきました。

今のままでは、日本、韓国、朝鮮民主主義人民共和国（共和国）、そしてアメリカ合衆国（米国）・ロシア連邦（露
国）・中華人民共和国（中国）の３大核大国の指導者は勿論、国民一人ひとりが、人類史における究極の「戦
前責任」を問われる立場になります。

加害の歴史を持つ日本国民が声をかけ、被害の歴史を持つ共和国、韓国に諮り、この地域に本質的な影響力を
持っている米国・露国・中国の賛同を得て世界の期待を担う平和事業を興すことにより、「対立の文化から共
生の文化」への転換を促し、朝鮮半島と日本列島から世界恒久平和への流れを起こすことが熱望されています。

最後に、本日、このような機会をいただきましたハルバート博士記念事業会の金東珍会長様、金会長をご紹介
いただいた『英雄』誌の朴昌宰社長様に厚く御礼を申し上げます。

＜２０１７年 8 月 11 日、「ホーマー・ハルバート博士 68 周忌追悼式」が、韓国ソウル麻浦区合井洞所在の
楊花津外国人宣教師廟院にて開催された。主催の社団法人ハルバート博士記念事業会より小松昭夫理事長に招
待状が届いたが、入院のため出席できず、コマツコリアの尹熙竣理事が名代として出席、この追悼文（一部加筆）
を代読。尹氏は「式典で挨拶された６名の中、一番長い文書でしたが、皆さんが真剣に耳を傾けてくださり、
読み終えた後には、多くの拍手を頂きました。席に戻ると『素晴らしい文書でした』、『まさに戦前責任が問わ
れるタイミングです』と声を掛けてくださいました。中でも、「文化遺産国民信託」の金宗圭理事長が強い関
心を示され、小松理事長と面会する流れができました」と報告している。＞

一般財団法人　人間自然科学研究所　理事長
小松電機産業株式会社　代表取締役

小松　昭夫

代読：尹熙竣（KOMATSU KOREA 理事）
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◇世界は今
2018 年 2 月２日、アメリカ合衆国（米国）トランプ大統領が、新たな小型核兵器の開発や、非核攻撃への反

撃にも核を使用する可能性を明記した「核戦略見直し」指針を発表。「核なき世界」を掲げたオバマ前政権の

方針を大きく転換し、中華人民共和国（中国）やロシア連邦（露国）、朝鮮民主主義人民共和国（共和国）へ

の対抗姿勢を鮮明にしました。

　1 月 25 日に発表された、人類絶滅までの残り時間を示す「世界終末時計」は、核戦争の危険性の高まりを

受けて 2017 年から 30 秒進められ、２分前となっています。「世界終末時計」が最初に発表された 1947 年

には７分前でした。２分前というのは、米国とソビエト連邦（ソ連）が相次いで水爆実験に成功した、冷戦期

の 1953 年に並ぶ、過去最短の時間です。

人類は、火の利用、言葉の発明、分業により進歩。火は火薬、ダイナマイトを経て、究極の火・核に。言葉は文字、

印刷術を経て、クラウドとスマートフォンに。また通信（Ｉ o Ｔ）人工知能（ＡＩ）の驚異的進化は止まる

ところを知りません。分業は、国際分業が機能しなければ、どの国も成り立たない時代になっています。

　そして今、人類は、核兵器の脅威、原子力発電所の世界的な普及、情報・物流革命、株式市場や仮想通貨市

場の乱高下が示す国際経済・金融の動揺、さらには火山の噴火、大地震（とりわけ日本では、政府の地震調査

委員会が今後 30 年以内に南海トラフ＜静岡県～九州太平洋側＞でマグニチュード８～９級の巨大地震が発生

する確率が 70 ～ 80％と予測）、大型台風など温暖化にともなう異常気象等々、地球規模の自然の脅威の高ま

りも重なり、歴史的な大変動期に突入していると思われます。

危機には「危険」と「好機」がひそんでいます。

このまま「世界終末」に向かって突き進むのか、「楽しく持続的に生きられる地球社会」の実現に向けて進化

するのか。その分水嶺に立って、人類史上初の大変動を「追い風」として活かす、智恵と勇気が試されています。

　

◇対立の文化から共生の文化へ
朝鮮半島、日本列島、沖縄諸島、台湾諸島、北方四島は、産業革命以降の地政学的背景から生まれた諸問題（従

軍慰安婦問題、強制労働問題、竹島＝独島問題、日本海＝東海呼称問題）に、共和国の度々の核・ミサイル実

験が重なり、抑制された究極の対立状態に陥っています。この対立こそ、核廃絶、世界恒久平和の入り口であ

ると確信しています。

朝鮮半島と日本列島は米国、露国、中国の３大核大国の勢力が拮抗する結節点です。

人間自然科学研究所は、紛争・戦争に至る背景と経緯と実態を研究、「戦前責任」「戦中責任」「戦後責任」の

３つに分けて考察してきました。

今のままでは、日本、大韓民国（韓国）、共和国、そして米・露・中の３大核大国の指導者は勿論、国民一人

ひとりが、人類史における究極の「戦前責任」を問われる立場になります。

研究所では、人類進化のストーリーを生み出すために、共感のステージをととのえ、対立・統合・発展のサイ

クルがスパイラル状に繰り返され、人間の能力が次々に開花する「新しい和の文化」の創造、「対立の文化か

ら共生の文化へ」を命題に掲げています。

人間自然科学研究所　構想ストーリー
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今こそ、朝鮮半島と日本列島から「究極の対立の文明から共生の文化」を生み出す好機ととらえ、世界恒久平

和への流れを生み出すときです。

産業革命は、18 世紀、ユーラシア大陸の西端の島国・イギリス（英国）で始まりました。アジアで最初に産

業革命を起こしたのは、ユーラシア大陸の東端、世界最大の海・太平洋に面した島国・日本でした。

欧米列強の圧迫によって開国し、不平等条約を結んだ日本は、薩長土肥と公家が合体し、「権威」と「権力」

を統合、中央集権国家を誕生させ、「殖産興業・富国強兵」を掲げ、近代化を進めました。その後、1872 年

〜 1879 年の琉球処分によって沖縄を「植民地」としたのを皮切りに、日清戦争で台湾、日露戦争で南樺太・

朝鮮半島、日英同盟に基づいて参戦した第一次世界大戦で中国山東省、その後中国北東地域、南洋諸島と植民

地を拡大していきました。

中国革命の父と言われる孫文は、1924 年（大正 13 年）神戸で行った演説で、「日本は武力の文明である西洋

覇道より、道徳、仁義を本質とする文化である東洋王道をめざせ」と警告しました。

しかし、日本は国策を誤り、覇道の道を突き進みました。挙句、第二次世界大戦で、人類史上初めて使用され

た核兵器によって無条件降伏しました。

戦後、朝鮮戦争特需を経て、東西冷戦のはざまで「高度経済成長」と言われる一時の繁栄もありましたが、今、

行き詰っています。日本のみならず、アジア、世界も行き詰っていいます。

今日に至った背景・経緯・原因を研究、現状を直視し、あらゆる問題を人類の特性・人類史・世界・基本的人

権という高次元の視点でとらえ直すことによってこそ、日本・アジア・世界の未来が見えてきます。

◇平和事業
日本は、1945 年８月 15 日のポツダム宣言受諾、無条件降伏をラジオで国民に知らせた昭和天皇の放送日を

終戦記念日と定めています。人間自然科学研究所はこの「終戦」という言葉を「戦争の終焉の先がけを務める」

と再定義し、「平和の事業化」を提言しています。

　山積する問題を「戦後責任」という視点で捉えると、怨念・対立のエネルギーを昇華し、加害側・敗戦国で

ある日本と、被害側の韓国・共和国が一緒になって「平和事業」に取り組むという道が拓けます。

　海外からの共感を得られない提言は具現化できません。逆に言えば、国境を超えて共感さえ生まれれば、今

は実行できる最高のチャンスです。

「平和の事業化」の第一の提案は、沖縄（または誘致希望地）において、人間の才能が次々に開花し、人類の

未来が拓けるきっかけを提供する施設として「国際平和センター」を創設する提案です。

1879 年、明治政府の琉球処分により日本に併合され、500 年続いた琉球王国が滅ぼされ、沖縄県になりました。

沖縄は「出会えば兄弟」という言葉があるように「平和の島」でしたが、太平洋戦争末期の沖縄戦では約 20

万人が犠牲となり、「被害の島」になりました。第２次世界大戦末期の日本本土爆撃、その後朝鮮半島、ベト

ナム、イラク等への米軍前線基地として「加害の島」という側面も持つようになりました。 このような沖縄

の人類史的・地政学的な意味を研究する中から次の構想が生まれました。

①　世界中から近代の戦争の全戦没者電子データを受けとめ、永遠に記録、閲覧できる「メモリアルセンター」。 

②　情報通信技術（ＩＣＴ・ＩＯＴ）で世界の戦争・平和博物館のネットワーク網を構築。各施設の資料と写

真映像をリアリティをもって総合的に学ぶことができ、世界の戦争・平和博物館への案内役を務め、新たな智
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を生み出す「世界戦争平和映像センター」。

　これを沖縄または誘致希望地に建設する構想です。

「映像センター」構想については、南京大虐殺記念館の朱成山名誉館長より「喜んで協力します」というお言

葉を頂戴しております。

習近平主席は「一帯一路」構想を提唱されました。長い人類の営みから北極海の氷が溶け、北極海航路（氷上

のシルクロード）が拓ける可能性が生まれています。沖縄とその近海、竹島＝独島・東海＝日本海に象徴され

る対立の地域が、「一帯一路」構想がさらに進化し、アジア・ヨーロッパ・アメリカ大陸が結ばれる「世界縁

結び 平和の特別聖地」となる可能性が見えています。

第二の提案は、３大核大国と世界の国々の賛同を得て、共和国の核放棄と世界すべての核保有国の核放棄を同

時に実行、放棄された核兵器はすべて３大核大国に移管、朝鮮半島と日本列島の非核化を実現する。3 大核大

国は段階的に核削減し大国の人類史的な責任を果たす、という提言です。これを打ち出すことにより、３大核

大国は大国としての国家の核心が生まれます。

　

第三の提案は、国民国連の樹立です。

　2008 年、北京で開催された、学苑出版社の『グロー バル時代の人間学 中日韓英四カ国語による中国古典

名言録』出版記念フォーラムで、「国民国連」の試案を発表しました。

このフォーラムに先立ち、小松理事長は、日中国交回復に尽力された蕭向前氏（中日友好協会副会長）の自

宅を訪問。蕭先生は、2004 年、CS 放送・朝日ニュースターの特別番組「永遠の隣国として」（キャスターば

ばこういち氏、寺島実郎氏も出演）の中の、小松理事長を囲んだインタビューで、「侵略したことのある者が、

それを認めるのは勇気あることです。知恵を持っていることです。ドイツを見なさい。ドイツはこの点では

るかに日本を超えています」と発言。4 年前のこの言葉を受けて、小松理事長はこの度の訪問の締めくくりに、

蕭先生の手を握り、「ドイツを超えます」と力強く表明しました。

現在の「国連」は「権力」である政府で構成され、第二次世界大戦の教訓から生まれた常任理事国 5 か国を

中心に運営されています。一方、新しく構想した「国民国連」は、人類の特性と歴史的経緯を生かし、論理的

討議を通じて、長い時間軸で道理を実現する道筋を生み出す、「国民代表」で構成され「権威」が生まれる集

団です。

４万８千年前、アフリカを出た人類の祖先は、中国・朝鮮半島から九州、台湾から琉球列島、シベリアから北

海道という３つのルートで日本列島に到達したと言われています。暖流に挟まれ、南北に長く、四季のある日

本列島に到達した人々は、豊かな自然の恵みを享受できました。一方で、地震津波・台風・噴火など自然大災

害に繰り返し襲われてきました。このため日本では、みんなで「力を合わせる」という文化が育ちました。

　そして、天災を予測する人物に「権威」が生まれました。その権威のもと、秩序を作る役割を担うのが「権力」

です。このように「権威」と「権力」を分けることによって、人々の全滅を防ぎ、生かして使うということが

定着していったと推測されます。とくに、多くの小集落が分散して存在した山陰地域では、この「権威」と「権

力」が分かれて生まれやすい環境だったと思われます。

　「権威」の芯になってきたのが、天皇制でした。今上天皇は、国民に手を振り、ひざまずき、国民と同じ目
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線で、国民に寄り添うという形をつくられました。結果として国民の「信」が得られ、これが、今上天皇の「権

威」になりました。

ところが、核拡散、スマートフォン・クラウド、国際分業という状況を背景に、これまで人間がつくったもの

では手に負えない時代になり、新しい「権威」を必要とするようになってきました。

この「権威」を、血統によるのではなく、新しい「文化」としてつくらなければなりません。

世界の新しい流れを生み出すプラットフォームを見出し、そのプロセスを映像で世界に発信し、文書で後世に

残す。みんなが見守る中での、オープンな議論により、新しい智恵が生まれる。そのプロセスこそが永遠の「権

威」であり、その場が「国民国連」です。

◇八雲立つ日本・出雲から陽が昇る
100 年前、「オープンマインド＝開かれた精神」の小泉八雲によって初めて本格的に欧米に紹介された、国際

文化観光都市・島根県松江市は、史跡・温泉に恵まれ、日本文化発祥の地、東洋のベニスとも称されます。

近隣には、大山隠岐国立公園、ジオパークなどの豊かな自然、日本遺産第一号の三徳山三仏寺などの史跡があ

ります。その全体をひとつの「庭園」と見ることもできます。そして、さらにその中に、日本一の中国庭園・

燕趙園、日本一の日本庭園・足立美術館などの日本庭園がつくられています。

日本の神話と古代史に関して「記紀」と呼ばれる、『古事記』と『日本書紀』があります。『古事記』は、奈良

時代の 712 年に、『日本書紀』は 720 年に完成した歴史書です。

一方、『出雲国風土記』（いずものくにふどき）は、733 年に完成したもので、「国引き神話」を始めとして出

雲に伝わる神話などが記載され、記紀神話とは異なる伝承が残されています。

神話は架空の物語とだけとらえがちですが、そこに「事実のかけら」「古代の現実」が織り込まれている部分

があります。

たとえば「因幡の素兎」という神話は、ワニ＝鰐（サメ）を騙したために、皮をむかれて赤裸になった兎が、

八十神と呼ばれる大国主命の兄神たちから「海水で洗って風にさらせばいい」と言われ、その通りにしたら更

に悪化。そのあとからやってきた大国主命から「真水で洗ってガマの穂の上で寝るように」と教えられてその

とおりにしたところ治ったというお話です。

実は、蒲の穂の花粉には止血や傷の治癒などを促進する成分「蒲黄（ほおう）」が含まれる、と漢方生薬事典

に載っています。つまり「因幡の素兎」のお話は日本で最も古い薬物使用の記述なのです。

そういう医学的な知識が古代の日本にあったこと、とくに大国主・オホナムチの神に代表される出雲の人々が、

薬草の知識に長（た）けていたことを暗示しています。

『古事記』に薬が出てくるもう１つの場面があります。

先ほどの「因幡の素兎」の続き。大国主や八十神（兄神たち）が兎と出会ったのは、因幡の八上姫に求婚に行

く途中。大国主に助けてもらった兎は、「あなたが八上姫をめとるでしょう」と予言する。その通り、大国主

が八上姫に選ばれる。

　そのため、大国主は八十神に恨まれる。帰り道、八十神は真っ赤に焼いた岩を赤猪だと言って大国主につか

まえさせ、大やけどを負わせて殺す。

嘆き悲しんだ大国主命の母親が天のカミムスヒ（神産巣日之命）に助けを求めると、蚶貝比売〈きさがいひめ〉
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＝赤貝と、蛤貝比売〈うむがい・うむぎひめ〉＝蛤が遣わされて、赤貝の殻を焼いた粉と蛤の身を磨り潰した

ものを乳状にして火傷した皮膚に塗り、大国主は蘇生した、という神話です。

その時の岩だというものが、鳥取県南部町の赤猪岩（あかいいわ）神社に祭られています。

日本最古の看護師ともいえる、２人の女神様は、出雲大社本殿の右横の天前社（あまさきのやしろ）に祀られ

ています。

さて、鳥取県八頭町を中心に山陰地方に伝わる、火傷などの特効薬と『八上薬』という伝承薬があるそうです。

赤貝の殻を潰し、蛤の身を使ってつくで、主成分はキトサンです。

蛤や牡蠣、それからカニやエビの殻に含まれているキトサンは炎症を抑える作用があり、人工皮膚などの原料

として使われます。火傷の部位に人工皮膚を貼り、皮膚を回復させるという方法は現代でも基本的な治療法だ

そうです。

　古代において、火傷には蛤と赤貝が効く、という専門知識があったことを物語っています。

※参考

①赤猪岩神社　

http://www.town.nanbu.tottori.jp/akaiiwa/3/1/

②鳥取県南部町　

http://www.town.nanbu.tottori.jp/kanko/

h t t p s : / / j a . w i k i p e d i a . o r g / w i k i / % E 5 % 8 D % 9 7 % E 9 % 8 3 % A 8 % E 7 % 9 4 % B A _

(%E9%B3%A5%E5%8F%96%E7%9C%8C)

③板祐生出会いの館

http://www.town.nanbu.tottori.jp/kyokai/tenji/5/01/

『出雲国風土記』は意宇郡（おうぐん）から始まっています。松江市八雲町に源を発し、中海に注ぐ意宇川の「意

宇」です。国庁所在地であった意宇郡は、古代出雲中心地であったと言われています。

『出雲国風土記』では「国引き」を終えた八束水臣津野命（ヤツカミズオミヅヌノミコト）が「おゑ」といっ

て杖を突いたので「意宇（おう）」という地名になったとあります。

近年、「意宇」は実はあの有名な毒草・鳥兜（トリカブト）の古代名「於宇」と重なるという説が出てきまし

た。トリカブトは漢方では極めて重要な薬草ですが、猛毒を持っています。それを減毒して薬にするのは当時

の先進技術であり、中国伝来の先進バイオ技術を持ったハイテク医薬人集団がいたことから「意宇（おう）郡」

と名付けられた可能性があるという説です。

太古より、出雲は、新しい文化発祥地にふさわしい背景とストーリーのある地域と言えるのではないでしょう

か。

世界の「縁結び」の地である出雲から、新しい共生の文化を生み出す以外に未来はない――これは人類史の必

然であると認識しています。



2018. 3. 21『日本と再生』上映・講演・ズットナー像出発式

31

◇新「ゆりかごから墓場まで」
第二次世界大戦中の 1941 年、英国のチャーチル内閣は、社会保障のあり方を研究する委員会を発足させまし

た。この委員会が作成したプランを基に、戦後の 1945 年、イギリス最初の労働党単独内閣であるアトリー内

閣によって、医療費の無料化、雇用保険、救貧制度、公営住宅の建設など体系的な社会保障制度が実施され、「ゆ

りかごから墓場まで」と言われる「福祉国家」建設が本格化しました。

英国の社会保障制度は先進国のモデルとされ、その後の保守党政権でも継承されましたが、1970 年代後半に

なると福祉政策が財政を圧迫して経済発展が阻害され、また産業国有化政策による国民の労働意欲の低下など

の問題が指摘されるようになり、「イギリス病」とさえ言われるようになりました。

そこで、1980 年代のサッチャー保守党政権は、民営化と共に福祉国家の縮小を掲げ、「小さな政府」への方

向転換を図りました。これにより、経済は活性化しましたが、一方で貧富の格差の拡大、若年層の失業の増加、

犯罪の増加など社会の荒廃という弊害をもたらしました。

その後、労働党と保守党の政権交代が繰り返されましたが、英国の福祉政策は行き詰まっているのが現状です。

行き詰っているのは英国に限りません。日本を筆頭に、各国中央銀行と政府との癒着による財政赤字が蔓延し

ています。先進国においては、女性、子供をはじめとする大量の貧困層が出現。ノーベル平和賞を受賞したグ

ラミン銀行（バングラディッシュ起源。無担保、低金利の小口金融）が、日本を含む世界各国に普及するよう

になっています。

「健康・環境・平和」を命題に掲げる人間自然科学研究所は、日本における、新しい「ゆりかごから墓場まで」

を提唱し、次の 3 つの課題に取り組みます。

①	 才能が次々に開花するために、幼児教育、義務教育、高校・大学など高等教育の改革。

②	 人類進化のストーリーを生み出すために、地域の風習、習慣（言語・文字を含む）、祭をはじめとする

地域の行事など伝統文化、史跡などの歴史資源を生かす。

③	 森羅万象（海・山・植物・動物・昆虫）と人間との関わり、死生観を本質的に見直し、「命とは何か、

人間とは何か、真の健康とは何か」を再定義するなかから新たな文化と行動を生み出す。

◎「知的高齢者終身活動拠点」構想
――真の健康のために
＜目的＞

「楽しく持続的に生きられる地球社会」の実現を目指して、中海宍道湖圏を地政学的・歴史的観点から捉え、

未来を展望するため、健康・環境・平和をテーマに「知的高齢者終身活動拠点」を建設します。

高齢者問題を社会の荷物という単なる老人福祉・介護としてではなく、豊富な体験・知的財産が青少年の心の

教育、心の進化を促すのに役立つ「知のリレー」により、新しい知と文化の発信源とすることを目的とします。

次代を担う人財が次々と輩出され、全国世界に伝播することで、恒久平和と「真の健康」（元気、長生きで社

会的な役割を果たす中で死を迎える）の生まれる環境創造のモデル事業として、本構想を立案します。
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＜場所＞

米子市夜見町

＜特徴＞

１、高齢クリエーターが弟子と共に過ごし、新たな出会いの場があり、未来への架け橋となる「悠久の縁結び　　

　　の地」。

２、様々な分野のクリエイティブな人たちが集まり、最も新しい進化した智恵を目指す場所。この世とあの世、

　　双方の縁を結ぶ場。

３、食・運動・思考・感性・学び等、生活の中に予防医学をシステム的に取り入れ、真の健康状態をつくる。

４、そこは、弟子への「知のリレー」の場。コミュニケーション能力、新しい知を生み出す訓練をし、政治・

　　経済等に関する新しいカルチャーを創る。

５、幼児教育の施設を併設、各年代層の価値観別塾を開講し、21 世紀の文化と教育システムの再定義、確立

　　を目指す。

６、キーワードは　「メカニカル・アート（技術）」。その中でカギを握るのが「フィロソフィー（哲学）」。

７、才能が開花すると、そこにはヒト・モノ・カネがついてくるから、死ぬまでお金に困ることはない。

８、このシステムを新しい文明として世界に発信し、フランチャイズ化する。

９、中国の「一帯一路」政策の重要拠点であり、医療・健康・福祉産業のモデル地区である天津市との連携を

　　入り口とする。　　

＜周辺環境＞

１、葬祭会館（メモリアル・米子）の隣接地（死生観を見直す、葬祭の意義とあり方の新たなモデルの構築）。

２、米子鬼太郎空港から 10 分。

３、ウラジオストク（露国）、東海（韓国）を結ぶフェリーが発着する境港から 20 分。

４、近くに皆生温泉その他の特色ある温泉多数。

５、大山隠岐国立公園（大山はブナ林、ゴルフ場、スキー場、乗馬、新しい農業等、様々な可能性が見られる）、

　　山陰ジオパーク、白鳥の渡来地・水鳥公園（中海）など自然との共生の場に恵まれている。

　　また、弓ヶ浜海水浴場、砂風呂、ヨットハーバー、漁港、水産養殖及び水産加工、水産市場も隣接。

６、古代遺跡に裏付けされた日本神話の地。中海・宍道湖圏の神社と仏閣が多数あり、古代を偲び感謝の心が

　　湧く。

一畑薬師寺周辺には薬草が豊富（100 種にのぼる）。

日本遺産第１号の三徳山と精進料理。

７、日本一の中国庭園・燕趙園、日本一の日本庭園・足立美術館。

＜入居条件＞

１、終身居住権が保証されるが、相続・転売不可

２、永代供養を施設全体で行う

３、健康で 50 歳以上の人で一人又はペア
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＜入居資格＞

１、長期間海外滞在経験がある日本人及び長期間にわたり日本に滞在する外国人で、見識が高く、外国語、日本・

外国の歴史・文化、社会情勢等に関する専門知識が豊富な人

２、	 平和事業はじめ人間自然科学研究所の構想の趣旨に賛同する人

３、	 青少年・若年者に対する教育に熱意がある人

４、	 クリエイティブな「場」とするため、コースを設け、試験に合格しなければ、上位のコースに移れない。

◇小松電機産業株式会社
小松電機産業は、小松昭夫代表取締役 が 28 歳の時、勤務先の倒産を契機に、弟・小松光雄常務取締役と２

人の就職支度金 30 万円を元手に、島根県八雲村（現・松江市八雲町）で、第一次オイルショックが起きた

1973 年に創業。30 万円のうち 20 万円を工具箱、中古小型トラックの購入と、仕事場にするため自宅納屋の

改装にあて、残った 10 万円と共同磁石式置型電話 1 台でポンプ修理、電装品組立業からスタートしました。

配電盤ローカル企業として軌道に乗るも、電気工事業界ぐるみの過酷ないじめに遭い、業種転換。

1981 年、社是「社業を通じて社会に喜びの輪を広げよう」を定め、後に経営理念「おもしろ、おかしく、た

のしく、ゆかいに」、行動指針「三方良し、後利」を追加。

「新市場創造型企業」として、シートシャッター「門番」、水総合管理システム「やくも水神」という２つの異なっ

た、持続する世界的市場を創造し、ブランドを確立しています。

◎「やくも水神」

クラウド・Ｉ o Ｔの世界の先駆け「やくも水神」は、世界で初めて携帯電話にインターネット機能がついた

ＮＴＴドコモ・i モードの発売と、2000 年沖縄サミットで発表された e －Ｊａｐａｎ構想を機に、出雲市か

ら全国展開が始まりました。広域クロスオーバー管理を目指し、松江市で生まれたオープン言語ＲＵＢＹで構

築されており、現在、４６０自治体、１万施設で使われています。

2010 年、野村総研主催「ＮＲＩ未来創発フォーラム」、2013 年、国交省による先進事例として紹介されまし

た。また 2016 年「ドコモ・クラウド基盤」の導入を契機に、テレビ会議システムと３台の高機能プロジェク

ターを組合せた遠隔緊急対策本部の立ち上げ、システムの多拠点化を目指しています。これらの推移はドコモ

法人向けサイトでも二度にわたり紹介されました。

さらに、「楽しく、持続的に生きられる地球社会」「人が人らしく生きられる社会」の創造を目指し、ＡＩ、ロボッ

トを組み入れて進化させ、日本全国・アジア・世界へ本格的に羽ばたく日が近づいています。

地球には、およそ 14 億㎦の水があると言われています。しかし、そのうちの 97・５％は海水で、淡水は２・

５％しかありません。しかも、この淡水の大部分は南極や北極地域などの氷や氷河として固定されているため、

河川や湖沼など人が利用しやすい状態で存在する水の量は約０・０１％でしかないのです。

現在、世界の総人口は 70 億人を超えており、2050 年には 90 億人を超えると予測されています。国連の報

告によれば、現在、世界人口の５分の１、約 13 億人が安全な水を確保できずに苦しんでいるとのことです。

そして、「2050 年には 30 億人が水不足に苦しむようになるだろう」との予測もあります。

「20 世紀は石油をめぐる戦争だった。だが 21 世紀は水をめぐる戦争の時代になるだろう」。1995 年、世界銀

行の副総裁だったイスマイル・セラゲルディン氏は、こう指摘しました。

「水の情報は平和の源」です。広く世界に呼びかけ、このプロジェクトへの賛同者と共に、導入地域の発展と、
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世界恒久平和に向かう流れを生み出したいと念じています。

◎「門番」	

地球温暖化防止と食品・医薬品の安全、各種製造サービス業の環境革命の象徴商品「happy gate 門番」。当社

が世界で初めてマーケット創造した、累積出荷台数 16 万台の高速シートシャッターで、工場・商業施設の空

間価値をプロデュースしています。

1985 年に開発・発表し、1991 年中小企業研究センター賞、ニュービジネス大賞、1995 年科学技術庁注目

発明選定証、2007 年国土交通大臣賞、2012 年経済産業省ものづくり日本大賞優秀賞、その他国内外で数々

の賞を受け、2012 年、小松社長が藍綬褒章を受けました。

　「門番」開発の契機となったのは、工場の「３Ｋ（きつい・汚い・危険）」という問題でした。「社会問題が

経営資源」というのは当社の一貫した理念です。

経営とは「問題」を

①　解決することで十分に効果が期待できること

②　解決の方法はあるが、費用の割に効果が少ないこと

　　これらの問題をいくつか貯めておき一気に解決をする

③　歴史的・心情的に解決が難しく棚上げすること

の３つに分けることです。

そして、人類の特性と地政学（歴史）を学び、時代の流れを読み、棚上げした問題を組合せ、順序を踏んで、情報・

物流・金融進化による価値観の変化の流れを捉え、仕掛けて待つことで「問題を活かし大きな価値を生み出す」

ことができます（革命）。ヨーゼフ・シュンペーターが 100 年前に提唱したイノベーション（新結合）が重要

な意味を持ってきます。

　地球温暖化と、人の大量移動の現代において、食品・医薬品分野でトラブルを起こせば、一国のみならず多

くの国々に波及します。「門番」は、とくにこの分野においてなくてはならない象徴商品であり、人類進化に

向かう流れの「入口」、「革命」の原動力です。このプロジェクトへの賛同を、広く世界に呼びかけます。

追記（2018/02/14）

《参考資料》

◇アイデアのひらめく環境

11 世紀の中国の詩人・文学者・歴史学者の欧陽脩（おうようしゅう）は、文章を考えるのに最も都合がよい

という三つの場面について、こう述べています。「余、平生作る所の文章、多くは三上に在り。乃 ( すなは )

ち馬上（ばじょう）・枕上 ( ちんじょう )・厠上 ( しじょう ) なり」（『帰田録』から》

「三上」とは、馬に乗っているとき、寝床に入っているとき、便所に入っているときを意味します。

※参考　Wikipedia

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%AC%A7%E9%99%BD%E8%84%A9
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この「三上」は、「アイデアがひらめく３つの場所」としても応用することもできるのではないでしょうか。

※参考「アイデアのひらめき方」

http://preneur-preneur.com/how-to-hit-upon-a-great-idea/

現代において「三上」のひとつにあたるのが、列車の中です。

出雲にかかる枕詞の「八雲立つ」（やくもたつ）にちなんで名づけられた、ＪＲ西日本の特急「やくも」は、

岡山駅 ～出雲市駅間を山陽本線・伯備線・山陰本線経由で運行しています。

「やくも」は、車体と台車の間に「コロ」と呼ばれるローラーがあり、カーブにさしかかると振り子のように

遠心力で車体が傾き、カーブ区間でも高速走行できる「自然振り子式」の電車です。

人間自然科学研究所の小松昭夫理事長は「普通車では激しい揺れになるが、グリーン車の揺れは心地よく、肉

体は休息状態で、脳の日頃使っていない部位が活性化し目標が定まったり、具現化するための手順・アイディ

アがひらめく環境としてやくも号沿線の風景と独特の揺れは、『対立から共生の文化へ』の転換にとって必要

不可欠と、私の経験から見出したこと。関心のある学者が世界から集まってきて、これを脳科学的、医学的に

解明することを提案したい」と言います。

ＪＲ西日本では、2022 年を目途に新型車両を導入する方針で、「制御付き自然振り子車両」「空気ばね式車両」

などの効果を研究するため、岡山駅 ～ 備中高梁駅間で試運転が始まっています。さらに、「アイデアのひら

めく環境」としての「やくも」号に期待が高まります。

岡山～米子を結ぶ伯備線の特急「やくも」は、岡山県新見市と鳥取県日野郡日南町の間にある、標高約 500 メー

トルの谷田峠 ( たんだだわ ) で、高梁川水系と日野川水系の分水嶺を通過します。それまで進行方向とは逆に

流れていた川が、一転、進行方向に流れ始めます。

沿線の渓谷美と大山の雄大な景観とあわせ、分水嶺を目の当たりにするという得難い体験のできる環境は、現

代の「馬上」として、研究に値すると言えるのではないでしょうか。
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大林宣彦　様

次回映画作品へのご提案

拝啓　早春の候、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。
初めてお便りさせていただきます。

「映画は歴史を変えられないが、未来を変える力がある」「映画によって戦争のない平和な世界ができると信じ
て作り続ける」――報道で、大林宣彦様の信念に触れ、ご高齢の身と癌という病を受け止め、メディア・映画
に関わる世界の人間・特に日本人のやるべき事を政治混乱の中、人類史的視点から精力的に映画制作に取り組
まれているお姿を拝見して、感動いたしました。「戦争がすぐそこに近づいていると、みんなが肌で感じる時
代になってしまった」という強い危機感にも共感いたします。
　そして、「日清・日露戦争から広島の被爆の日までを一本の筋に」「なぜ原爆投下に至る道筋を人間がたどっ
たのかを描く」という、次回作品の構想を知りました。
はなはだ失礼と存じますが、「構想のお役に立てないか」と思い、資料を送らせていただきます。

一般財団法人人間自然科学研究所は、地政学をもとに「平和・環境・健康」、「対立から共生の文化へ」をテー
マに、グローバルに共感の舞台を整え、対立・統合・発展サイクルが人類進化を目指して廻りだすことを信じ、
多くの国際シンポジウム開催、韓国独立記念館、中国人民抗日戦争記念館はじめ世界の戦争・平和記念館を訪
問、学習・献花・寄付を行う活動を続け、映像に残しホームページに掲載しています。

◇これまでの研究と考察
徳川家康は、豊臣秀吉の朝鮮出兵による負の遺産を受け止め、朝鮮通信使制度の確立、1610 年、琉球王国の
尚寧を、一国の王として丁重に礼遇。これに対し、1879 年明治政府は琉球処分で日本に併合し、500 年続い
た琉球王国を琉球処分で沖縄県とし、尚王家は日本の大名と同じ、伯爵の称号を与え東京に移住させました。
これが、近隣諸国内政化政策（植民地）の始まりで、台湾、南樺太、朝鮮半島、中国山東省、中国北東地域、
南洋諸島と拡大していきました。　

1890（明治 23）年に来日した、ギリシャ生まれのアイルランド人作家ラフカディオ・ハーン（小泉八雲）は
アメリカ・サンタクララの記者を経て来日、島根県松江市で教鞭をとり、欧米に初めて本格的に日本文化を紹
介しました。ギリシャで研究されたハーンの異文化・異民族に心を開く「オープンマインド」が、人類の未来
を開く鍵になるとの可能性が語られるようになりました。日清戦争後の 1895 年、ハーンは「神戸クロニクル」
紙の 「戦後」 と題するエッセイで、こう指摘しています。

「おそらく、日本の将来の危機は、実にこの途方もない、大きな自負心にあるともいえるだろう。」（人間自然
科学研究所発行『朝鮮半島と日本列島の使命』７頁に掲載、出展：『東の国から・心』 平井呈一訳、恒文社発行）。
また三民主義の旗を立て、中国革命の父と呼ばれる孫文は、1924 年（大正 13 年）神戸で行った演説で、「日
本は武力の文明である西洋覇道ではなく、道徳・仁義を本質とする東洋王道をめざせ」と警鐘を鳴らしました。
兵庫県神戸市舞子浜他、上海、武漢、南京、広州、香港、中山、台北、シンガポール、マレーシア・ペナンに、
１２の記念館が作られています。

大林宣彦監督　次回映画制作に向けた手紙
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幕末に「道」を誤り、1868 年戊辰戦争・明治維新、1877 年西南戦争後、孫文の忠告を無視、1894 年日清
戦争、1895 年乙未事変 ( 三浦梧楼公使を首謀者とする一団が李氏朝鮮の閔妃＝明成皇后を王宮の寝室で暗殺、
遺体を焼却、全員無罪）を経て 1904 年日露戦争に突き進み、1909 年ハルビンで安重根による伊藤博文射殺、
1910 年韓国併合、1931 年満州事変、1937 年盧溝橋事件により日中戦争が泥沼化、1939 年第２次世界大戦
の勃発を機に 1940 年日独伊三国同盟締結、1941 年真珠湾攻撃 で太平洋戦争に突入、大戦末期の 1945 年 2
月ロシアのクリミアで、ヤルタ会談（アメリカ・ルーズベルト、イギリス・チャーチル、ソ連・スターリン）
で戦後処理の基本方針と日本分割統治協議、1945 年 7 月ドイツのポツダムで、ポツダム会議（アメリカ・ト
ルーマン、イギリス・チャーチル、ソ連・スターリン）が開催され、ポツダム宣言（トルーマン、チャーチル、
中華民国の蒋介石）が発表された。このポツダム宣言黙殺の日本報道を受け、これを理由に 1945 年 8 月 6 日・
9 日に人類史上初めて、広島・長崎へ原爆投下、15 日に昭和天皇の無条件降伏放送でポツダム宣言受諾を発表・
9 月 2 日ペリーの星条旗を掲げた戦艦ミズーリ艦上においてポツダム宣言受諾の調印を行い日本の無条件降伏
が確定しました。

こうした 25 年の研究と活動実績を映像化し、島根・鳥取・沖縄を起点に、朝鮮半島と日本列島から人類の「対
立から共生の文化」が生まれる平和事業構想具現化の準備をしてきました。

「国際平和センター」を沖縄、または誘致希望地に建設するという構想です。
①	 　メモリアルセンター
世界中から近代の戦争の全戦没者電子データを受けとめ、今も増え続ける犠牲者を含め永遠に記録、閲覧でき
る「メモリアルセンター」。 
②	 　世界平和映像センター
情報通信技術（ＩＣＴ・Ｉ o Ｔ）を生かし、世界の「戦争・平和博物館」をネットワーク、それぞれの施設
が持つ貴重な資料や展示状況をリアリティに富んだ写真・映像で体感、それぞれの記念館と直接コミュニケー
ションがとれる環境を整える。世界の戦争・平和博物館への案内役。総合的に学び、新たな「智」を生み出す拠点。

◇ご提案
この平和事業の参考館のひとつとして、鳥取県南部町の「祐生出会いの館」をご紹介いたします。
板祐生（本名 愈良＝まさよし）は 1889（明治 22）年、鳥取県西伯郡東長田村（現南部町）に生まれまし
た。高等小学校卒業と同時に 14 歳で代用教員となり、19 歳の時、検定試験に合格して正式教員となりまし
た。終戦と同時に教職を退き、1955（昭和 30）年、西伯町発足時に開設した保育所長となりましたが、翌年
2 月に他界しました。祐生の業績は数多の物の収集と、ガリ版を使った孔版画を芸術に高めたことに尽きます。
祐生は 1919（大正 8）年、東京の多能趣味 33 人の会「我楽他宗」に入会して収集のあり方を学び、本格的
に収集するようになりました。祐生はこの人たちと風雅な作品を交換して楽しみましたが、経済的には無力で
あり、送られてきた郷土玩具等をガリ版で孔版画に表し、私家本を発行してお礼に代えました。
祐生の遺したものは、4 万点に上ります。満州国資料をはじめ、絵葉書 5 千点、ポスター 1400 点、駅弁掛け
紙 1300 点、泥面子 900 点、土人形 860 点、趣味手拭 500 点、絵馬 300 点等々多岐にわたります。「後世の
参考とする」願いを込めたこれ等の収集物は、今となっては貴重な資料です。一方、お礼として制作したガリ
版の孔版画は、武井武雄主宰年賀状交換会「榛の会」会員となったことから芸術へと進化を遂げることとなり
ました。祐生は交流した多能趣味人、芸術家からもたらされた作品も整理収納しており、これらも今日では貴
重な資料となっています。

祐生の志を現在に蘇らせる意味もこめて、そのコレクションの一部を、大林様の次回作で、小道具や歴史考証
の資料としてご活用いただけないかと、提案させていただきます。
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この件につきましては、「祐生出会いの館」中尾慶治郎副館長の同意を得ております。
大変差し出がましいご提案で恐縮でございますが、一度、板祐生コレクションをご覧いただき、次回映画作品
でご活用いただける流れが生まれれば幸いに存じます。
							     
大林様の信念と次回作の構想に共感し、金１００万円を進呈させていただきたく存じます。
また地元で「大林宣彦監督の次回作を応援する会」（仮称）を結成し、賛同する方々からの募金も行いたく考
えております。

3 月 21 日春分の日に、松江市でイベントを開催いたします。
つきましては、イベント内で進呈式を行い、大林様のお言葉を紹介させていただければ、より多くの方々と共
有できるのではないかと思い、よろしければメッセージを手紙、ファックスないしはメールで頂戴できないで
しょうか。
またあわせまして、寄附金のお送り先もお示しいただければ幸いです。

末筆となりましたが、次回作の成功を、心より念じております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
                                                                                                                                                 　　　　　　 敬具 

平成 30 年 3 月 18 日

一般財団法人 人間自然科学研究所 理事長
小松電機産業株式会社 代表取締役

小松  昭夫
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